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計画策定の趣旨 

男女が、互いに人権を尊重し責任を分かち合い、性別にかかわらず、その個性と能力を十分に

発揮することができる男女共同参画社会の実現は、２１世紀の我が国社会を決定する最重要課題

と位置付けられております。 

しかしながら、性別による役割を固定的にとらえる意識や慣行がいまだ根強く残り、ＤＶや各

種ハラスメントの蔓延、政策方針決定過程への女性の参画や男性の家庭生活への参画が十分でな

いなど、多くの課題が残されています。このような動向を踏まえ、男女が互いに尊重し合い、自

らの意思と責任により社会のあらゆる分野に対等に参画し、誰もがいきいきと生きられる男女共

同参画社会の実現に向けた取組を引き継ぐとともに、あらゆる分野における女性活躍の支援をさ

らに発展させる計画として、「第５次小山市男女共同参画基本計画」を策定するものです。 

 

計画期間 

計画期間は令和８（２０２６）年度から令和１２（２０３０）年度までの５年間です。 

 

目指すべき姿 

 

みんなで 築こう 男女共同参画社会 

 

本市では、性別にかかわりなく、一人ひとりがお互いを認め合い、お互いを尊重しながら個性

と能力を十分に発揮し、誰もが参画できる男女共同参画社会の実現を目指しています。 

 

基本理念 

小山市男女共同参画推進条例第３条に定める６つの基本理念をもとに、本計画の基本理念を定

め、推進します。 

 

 

 

  



2 

５か年の重点施策 

男女共同参画を推進するための施策のうち、今後の５年間で特に重要であり、小山市男女共同

参画審議会や市民からのニーズの高い施策を重点施策として、推進していきます。 

 

(1) あらゆる世代における男女共同参画推進のための
教育・学習の充実 

家庭、学校、地域などあらゆる場面での教育や学びの機会を充実

させ、社会全体に男女平等の意識を広げます。保護者には子どもの

成長段階に応じた家庭教育の支援を行い、子どもには保育施設や学

校での男女平等教育を推進します。また、性別による役割分担の固

定観念を見直し、人権尊重を基盤とした意識向上に取り組むととも

に、誰もが生涯を通じて学び続けられる環境づくりを進めます。 
 

(２) 政治、経済、その他全ての分野での政策・方針決定
過程への女性の参画を拡大 

市の審議会等における女性委員の登用を推進し、組織全体の構成

のバランスを図ります。また、市役所内では女性職員のキャリア形成

支援や管理職への計画的な登用を進め、職域の拡大を図ります。さら

に、セミナーや研修の開催を通じて女性の自立やリーダーシップを

支援し、異業種間の交流の場を設けることでネットワークの拡大と

新たな挑戦を後押しし、あらゆる分野における女性の活躍を推進し

ます。 
 

(３) 女性が多様な形で社会に貢献し活躍できる環境の
整備 

性別を問わず平等に働ける環境の整備が重要であり、ハラスメ

ント予防の窓口設置や啓発活動を推進します。また、再雇用制度の

普及や、女性のキャリア形成を支援するための学びの場、就職・起

業に関する情報提供など、多様な働き方を支えるサポート体制を

充実させていきます。女性の活躍や多様性を推進する企業が増え

るよう、法制度の活用や情報発信を通じて、社会全体にその必要性

を広く伝えていきます。 
 
 

(４) 女性等に対するあらゆる暴力の根絶 
ＤＶをはじめとする男女間のあらゆる暴力の根絶を目指し、市民

に対してそれが重大な人権侵害であるという認識を広めるための周

知・啓発を行います。また、被害者が安心して相談・支援を受けられ

る体制を整備します。さらに、デートＤＶや性暴力についても、対等

なパートナーシップや暴力のない人間関係の構築に向けた予防・啓

発に取り組みます。 
 
 

(５) 困難を抱える女性等が安心して暮らせる支援 
多様化・複雑化する課題を抱える女性等が安心して暮らせるよ

う、誰もが気軽に相談できる窓口やサポート体制を整備し、生活上

の悩みや困難に寄り添う支援を強化します。また、高齢者、障がい

者、ひとり親家庭、性的マイノリティなど多様な背景を持つ人々に

対しても、それぞれの状況やニーズに応じた包括的な支援を行い、

安心して暮らせる社会の実現を目指します。  



3 

SDGs（持続可能な開発目標）におけるジェンダー平等の必要性 

2015 年９月の国連サミットで採択された「持続可能な
開発目標(Sustainable Development Goals:ＳＤＧｓ)」
は、「地球上の誰一人として取り残さない」ことをスロ
ーガンに、2030 年を期限とした 17 のゴール（意欲目
標）と 169 のターゲット（行動目標）、232 の指標で構
成された、先進国も途上国も目指すべき国際社会共通の
目標です。その中で、「ジェンダーの視点」を取り込む
ことは、目標５「ジェンダー平等を実現しよう」のみな
らず、ＳＤＧｓの全ての目標の実現に不可欠なものとさ
れています。 

 

 

 

 

基本目標と施策の方向性 

 

基本目標１ 男女がともに生き方を尊重し、認め合う社会の実現 

個々の価値観や生き方が尊重される社会を築くには、性別に基づく固定観念や偏見

を取り除くとともに、互いの違いを理解する意識を深めることが求められます。また、

社会のあらゆる場面で、多様な人々が意思決定に参画できる体制を整える必要があり

ます。これによって誰もが平等に関与し、それぞれの能力や経験を十分に活かし合う

社会を作ることが可能になります。さらに、性別や立場にかかわらず人々が共に学び、

対話を通じて支え合う環境を育むことが重要であり、多様性が尊重される社会は、新

しい価値観と共感が広がることでより豊かになります。 
 

基本目標２ 男女があらゆる分野で活躍できる社会の実現 

個々の潜在能力を最大限に活かせる仕組みを構築するためには、全ての人が性別や

ライフスタイルにとらわれず、生活と仕事を調和させながら活躍できる環境を整える

ことが重要です。そのためには、誰もが政策・方針決定過程へ参画できる環境のもと、

柔軟な働き方や支援制度を導入し、社会全体で仕事と家庭の責任を分担する意識を育

む必要があります。さらに、育児や介護などに直面する人々が安心して活動できる体

制を充実させることで、多様な場面で誰もが能力を発揮できる社会を目指します。こ

うした取組が、経済的な持続可能性を支えるとともに、男女が対等に社会の発展に寄

与する基盤を作ります。 
 

基本目標３ 暴力の根絶と誰もが健康で安心して暮らせる社会の実現 

安心して生活できる社会を実現するためには、日常的な安全と健康が保障される環

境を整えることが不可欠です。ＤＶ、ハラスメント、性暴力といった問題を防ぎ、困

難な状況にある人々への支援を行き届かせることで、心身の負担を軽減し、安定した

生活を提供する仕組みが必要です。また、生涯にわたる健康を守るための取組として、

適切な医療や予防策を推進し、誰もが体調管理やヘルスケアへのアクセスを得られる

ような体制を築くことが求められます。さらに、災害への取組においても、全ての人

が平等に守られるような公平な対応策を整え、互いに支援し合える社会のモデルを作

り上げます。 
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計画の体系 
 

基本 

目標  施策の方針  取り組む施策 

     

１ 

男
女
が
と
も
に
生
き
方
を
尊
重
し

、 

認
め
合
う
社
会
の
実
現 

 
（１） 男女共同参画意識の向上、社会全体で認識を 

共有する活動の促進 

 
① 男女共同参画を推進する啓発の充実 

② 性的マイノリティ等を含めた人権に配慮した 

男女共同参画の推進 

③ ジェンダー平等への取組 
    
 （２） あらゆる世代における男女共同参画推進のための 

教育・学習の充実 

 
① 幼少期からの男女平等の意識を高める教育の推進 

② 男女共同参画を推進する社会教育・家庭教育・ 

地域文化の活性化 

③ 男性の男女共同参画への理解と支援 

    
 

（３） 地域における共生・協働社会を目指した男女共同参画の

推進 

 

① 地域活動における男女共同参画の推進 

② 地域と国際社会をつなぐ男女共同参画の推進 

 

２ 

男
女
が
あ
ら
ゆ
る
分
野
で
活
躍
で
き
る 

社
会
の
実
現 

 
（１） 政治、経済、その他全ての分野での政策・ 

方針決定過程への女性の参画を拡大 

 

① 女性の政策・方針決定過程への参画推進 

② 女性の人材育成・エンパワーメント支援 

    
 

（２） 女性が多様な形で社会に貢献し活躍できる 

環境の整備 

 

① 産業・就労の分野における男女の均等な雇用 

機会と待遇の確保の推進 

② 女性のチャレンジへの支援 

    
 

（３） ワーク・ライフ・バランスを実現できる働き方の支援 
 

① 仕事と家庭生活等を両立するための意識向上・ 

環境整備 

    
 

（４） 多様なライフスタイルに対応した子育て・介護支援策の 

充実 

 

① 子育て環境の整備・充実、介護者支援策の充実 

 

３ 

暴
力
の
根
絶
と
誰
も
が
健
康
で
安
心
し
て 

暮
ら
せ
る
社
会
の
実
現 

 
（１） 女性等に対するあらゆる暴力の根絶 

 

① 女性等に対するあらゆる暴力の根絶に向けた 

意識啓発の推進 

② ＤＶ根絶のための安全・安心な相談・支援体制の充実 

    
 

（２） 困難を抱える女性等が安心して暮らせる支援 
 

① 困難を抱える人が安心して暮らせるための 

相談・啓発の実施 

② 高齢者・障がい者・ひとり親・性的マイノリティ

等への支援の充実 

    
 

（３） 生涯にわたる健康支援や生きがいづくりの推進 
 

① 男女が互いの性を尊重する意識の醸成 

② ライフステージに応じた男女の生涯にわたる 

健康支援や生きがいづくり 

    
 

（４） 男女共同参画の視点に立った防災対策 
 

① 男女共同参画の視点に立った災害時対応 

② 防災に関する活動等への女性の参画促進 

※★は、5 か年の重点施策、女性活躍は女性活躍推進法に基づく施策、ＤＶ防止は配偶者からの暴力の防止及び被害者の保護等

に関する法律に基づく施策、困難は困難な問題を抱える女性への支援に関する法律に基づく施策となります。 

★ 

★ 

★ 

★ 

女性活躍 

ＤＶ防止 

困難 

★ 

女性活躍 

女性活躍 
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取り組む施策の具体的内容 

 

基
本
目
標
１ 

（１）男女共同参画意識の向上、社会全体で認識を共有する活動の促進 

 ① 男女共同参画を推進する啓発の充実 

 ●男女共同参画推進のための啓発 

 ② 性的マイノリティ等を含めた人権に配慮した男女共同参画の推進 

 ●人権・多様性に関する啓発の推進 

 ③ ジェンダー平等への取組 

 
●ジェンダー平等に配慮した広報  ●ジェンダー統計の活用 

●庁内におけるジェンダー平等の視点に立った施策推進への支援 

（２）あらゆる世代における男女共同参画推進のための教育・学習の充実 

 ① 幼少期からの男女平等の意識を高める教育の推進 

 ●幼少期からの男女平等意識の育成 

 ② 男女共同参画を推進する社会教育・家庭教育・地域文化の活性化 

 
●社会教育・家庭教育における男女共同参画の推進 

●公民館講座等の推進   ●多様な文化芸術活動の推進 

 ③ 男性の男女共同参画への理解と支援 

 ●男性の家庭・育児等への参画促進  ●市男性職員の家事・育児等への参画促進 

（３）地域における共生・協働社会を目指した男女共同参画の推進 

 ① 地域活動における男女共同参画の推進 

 
●地域における女性リーダーの育成  ●社会教育指導者研修 

●ボランティア育成活動の推進    ●高齢者の社会参画促進 など 

 ② 地域と国際社会をつなぐ男女共同参画の推進 

 
●外国人住民への男女共同参画に関する理解の促進 ●国際交流協会の活動支援 

●国際的理解の推進 
 

基
本
目
標
２ 

（１）政治、経済、その他全ての分野での政策・方針決定過程への女性の参画を拡大 

 ① 女性の政策・方針決定過程への参画推進 

 ●市審議会等の女性の参画促進  ●政治分野等への女性参画の推進 

 ② 女性の人材育成・エンパワーメント支援 

 ●女性の人材育成と参画促進支援  ●市女性職員の活躍支援 

（２）女性が多様な形で社会に貢献し活躍できる環境の整備 

 ① 産業・就労の分野における男女の均等な雇用機会と待遇の確保の推進 

 
●市民等に向けたハラスメント防止のための取組推進 

●庁内におけるハラスメント防止のための取組推進 ●家族経営協定の周知・締結 

 ② 女性のチャレンジへの支援 

 ●女性の就労・再チャレンジ支援 
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基
本
目
標
２ 

（３）ワーク・ライフ・バランスを実現できる働き方の支援 

 ① 仕事と家庭生活等を両立するための意識向上・環境整備 

 ●ワーク・ライフ・バランス推進のための支援 

●庁内におけるワーク・ライフ・バランスの推進 

（４）多様なライフスタイルに対応した子育て・介護支援策の充実 

 ① 子育て環境の整備・充実、介護者支援策の充実 

 ●子育てひろば等の多世代交流 ●子育てを支えるための保育サービス、環境づくりの推進 

●妊娠・出産・子育て家庭への経済的支援 ●子育てを支えるコミュニティバスの運営 など 

 

基
本
目
標
３ 

（１）女性等に対するあらゆる暴力の根絶 

 ① 女性等に対するあらゆる暴力の根絶に向けた意識啓発の推進 

 ●児童虐待防止の啓発 ●ＤＶ防止啓発活動（小山市パープルリボン運動） 

●児童生徒を対象としたデートＤＶ・性暴力等に関する予防啓発 

 ② ＤＶ根絶のための安全・安心な相談・支援体制の充実 

 ●ＤＶに関する相談や自立の支援 

●児童虐待に関する相談支援 

（２）困難を抱える女性等が安心して暮らせる支援 

 ① 困難を抱える人が安心して暮らせるための相談・啓発の実施 

 ●困難を抱える人への相談支援  ●社会全体で子育てを支える意識の啓発 

●介護保険制度、サービス等の情報提供 ●高齢者虐待防止と啓発 など 

 ② 高齢者・障がい者・ひとり親・性的マイノリティ等への支援の充実 

 ●ひとり親家庭の生活安定と自立支援の推進 ●こどもの貧困対策の推進 

●地域包括支援センターの運営        ●障がい児者の地域支援と相談体制の推進 など 

（３）生涯にわたる健康支援や生きがいづくりの推進 

 ① 男女が互いの性を尊重する意識の醸成 

 ●包括的性教育の推進 

●SRHR（性と生殖に関する健康と権利）の啓発 

 ② ライフステージに応じた男女の生涯にわたる健康支援や生きがいづくり 

 ●妊婦のための支援給付・妊婦等包括相談支援事業  ●ライフステージに応じた健康づくりの推進 

●健康相談・健（検）診の推進         ●高齢者の孤立を防ぐ交流の推進 

（４）男女共同参画の視点に立った防災対策 

 ① 男女共同参画の視点に立った災害時対応 

 ●防災における男女共同参画 

 ② 防災に関する活動等への女性の参画促進 

 ●防災分野への女性の進出支援 

●防災士資格取得の促進と支援 
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成果指標一覧  特に記載がない場合、現状値は令和６年度、目標値は令和 12 年度 

 

基本目標 
指標

番号 
項  目 現状値 目標値 

     

１ 

 

❶ 

固定的性別役割分担意識に同意しない人の割合 
（「夫は外で働き、妻は家庭を守るべきだ」の質問で、“そ
う思わない（どちらかといえばそう思わないを含む）”と
答えた割合） ※１ 

８０．４％ ８５．０％ 

❷ 
「社会通念や慣習･しきたり」における男女平等意識 
（“男女平等になっている”と答えた割合） ※１ 

１２．８％ １５．０％ 

❸ 
性的マイノリティについての認知度 
（“性的マイノリティという言葉を聞いたことがあり、意
味も知っている”と答えた割合） ※１ 

７６．６％ ８５．０％ 

❹ 男性の育児休業取得率 ※2 
１８．５％ 

（令和５（２０２３）年度） 
増加を目指す 

❺ 小山市男女共同参画推進サポ―タ―の数 １５５人 １８０人 
 

２ 

★ ❻ 管理的職業従事者全体に占める女性の割合 ※3 
１４．５％ 

（令和２（２０２０）年） 
３０．０％ 

★ ❼ 市職員の管理監督職に占める女性の割合 ３０．２％ ３０％以上 

★ ❽ 審議会等委員に占める女性の割合 ３６．４％ 
４０％以上 
６０％以下 

★ ❾ 家族経営協定締結数 ３２３戸 ３４７戸 

★ ❿ 

仕事と生活のバランス充実度 

（「仕事・家庭生活・プライベートな時間のバランス
は、うまくとれているか」という設問に対して「うまく
とれている」と回答した割合） ※１ 

２７．４％ ３５．０％ 

★ ⓫ 

ワーク・ライフ・バランスに積極的に取り組んでいる事
業所の割合 
（「従業員のワーク・ライフ・バランスにどのくらい取
り組んでいるか」という設問に対して「積極的に取り組
んでいる」と回答した割合） ※１ 

１８．９％ ２５．０％ 

 

３  

⓬ 
過去 5 年以内にＤＶ、デ―トＤＶの被害がある人の割合 
※１ 

３．１％ 根絶を目指す 

⓭ 
ＤＶ、デ―トＤＶに関する相談窓口の認知度 
（全体から、“いずれの窓口も知らない”と“無回答”を除
いた割合） ※１ 

７１．７％ ８０．０％ 

⓮ 
困難な問題を抱える女性に関する相談窓口の認知度 
（全体から、“いずれの窓口も知らない”と“無回答”を除
いた割合） ※１ 

６５．７％ ８０．０％ 

⓯ 妊婦健康診査受診率 ９０．９％ ９５．０％ 

⓰ 
市防災士養成講座を受講し、防災士の認証を受けた女性
の人数（累計） 

８１人 ２７０人 

★ 女性の職業生活における活躍の推進に関する法律に基づく計画（市町村推進計画）の指標 

※１ 小山市男女共同参画に関するアンケート調査（令和７（２０２５）年、次回は令和１２（２０３０）年予定） 

※２ 小山市子ども・子育て支援事業に関するニーズ調査（令和５（２０２３）年、次回は令和１０（２０２８）年予定）  

※３ 国勢調査 
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